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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

11
月
３
日
（
土
・
祝
）
午
後
２
時
出
発

集
合　

Ｊ
Ｒ
大
和
路
線
「
平
野
駅
」
改
札

解
散　

午
後
４
時
30
分
頃
「
加
美
」
駅

案
内　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）

※
散
策
後
、
古
い
庄
屋
を
活
か
し
た
「
が
ん
こ
平
野
店
」
で

懇
親
会
を
予
定
（
会
費
４
～
５
千
円
）

会
費　

無
料
、
懇
親
会
は
実
費

大
阪
市
南
部
地
区

心
和
む
町 

古
地
図
で
歩
く
平
野

日
時　

12
月
１
日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時

講
師　

�

小
正
裕
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座
教

授
）

内
容　

�

①
高
齢
者
の
心
身
等
の
特
性
②
口
腔
機
能
の
管
理
③

緊
急
時
対
応
等

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

千
円　
　

定
員　

１
０
０
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

※
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
（
途
中
入
退
場
者
に
は
発
行
で
き

ま
せ
ん
）。
参
加
は
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
本
人

に
限
り
ま
す

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

大
阪
市
西
部
地
区

日
時　

12
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

�

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
内
療
法
成
功
の
鍵
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４

大
阪
市
西
部
地
区

日
時　

11
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
２
階
・
第
１
会
議
室

講
師　

�

野
原
幹
司
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
顎
口
腔
機
能
治
療

部
助
教
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

20
人

嚥
下
内
視
鏡
検
査
と
は

大
阪
市
東
部
・
北
部
・
南
部
地
区

日
時　

11
月
23
日
（
金
）
午
前
８
時
～
午
後
７
時

行
き
先　

久
美
浜
温
泉
（
京
都
府
京
丹
後
市
）

集
合
場
所　

難
波
８
時
、
梅
田
８
時
30
分　
　

定
員　

45
人

会
費　

１
万
円
、
高
校
生
以
下
６
千
円

※
人
数
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
中
止
と
し
ま
す

解
禁
後
の「
か
に
食
べ
に
行
こ
う
」日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時　

11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
会
員
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

雇
用
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
法（
仮
題
）

279

阪
神
の
応
援
行
こ
う
か
な
？

高
原
　
成
和
（
旭
区
）

絵　藤田　進 （河内長野市）

　

物
心
が
つ
い
た
頃
か
ら
阪

神
フ
ァ
ン
で
あ
る
。
決
し
て

強
く
は
な
か
っ
た
が
、
巨
人

に
対
し
て
闘
志
を
む
き
出
し

に
戦
う
姿
が
好
き
で
あ
っ

た
。

　

中
で
も
、
小
柄
な
が
ら
フ

ル
ス
イ
ン
グ
で
江
川
投
手
を

打
ち
込
ん
だ
掛
布
選
手
が
大

好
き
で
あ
っ
た
。

　

少
年
時
代
、
野
球
を
す
る

時
は
決
ま
っ
て
三
塁
を
守

り
、
彼
の
ポ
ー
ズ
で
あ
っ
た

土
を
な
め
る
仕
草
や
独
特
の

打
撃
フ
ォ
ー
ム
を
真
似
た
も

の
だ
。

　

そ
ん
な
阪
神
に
も
栄
光
が

訪
れ
た
。
あ
の
バ
ッ
ク
ス
ク

代
〟
に
突
入
す
る
こ
と
に
な

る
。
名
将
野
村
監
督
が
指
揮

を
と
る
も
、
３
年
連
続
最
下

位
。
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思

っ
た
矢
先
に
あ
の
星
野
監
督

が
入
閣
し
、
積
極
的
な
補
強

を
断
行
し
た
。
こ
れ
が
功
を

奏
し
て
か
、
リ
ー
グ
優
勝
を

果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ベ
テ
ラ
ン
頼
み

で
若
手
育
成
不
足
に
よ
り
現

在
の
低
迷
を
招
く
こ
と
と
な

る
。

　

プ
ロ
野
球
全
体
で
み
て

も
、
ひ
と
昔
前
な
ら
各
チ
ー

ム
に
絶
対
的
な
ス
タ
ー
選
手

が
い
た
が
、
今
で
は
Ｆ
Ａ
や

入
札
制
度
で
海
外
流
出
、
国

内
移
籍
が
行
わ
れ
、
愛
着
心

が
薄
れ
て
い
く
オ
ー
ル
ド
フ

ァ
ン
も
多
い
の
で
は
な
い

か
。

　

す
っ
か
り
球
場
に
足
を
運

ぶ
こ
と
も
減
っ
た
。
こ
ん
な

折
、
息
子
が
通
う
学
校
の
高

等
部
が
甲
子
園
で
春
夏
連
覇

を
果
た
し
た
。
今
年
は
す
っ

か
り
高
校
野
球
に
夢
中
に
な

り
、
同
校
の
応
援
に
３
度
も

甲
子
園
に
足
を
運
ん
だ
。
プ

ロ
野
球
と
は
違
っ
た
す
が
す

が
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
た
。

　

も
し
、
今
年
の
ド
ラ
フ
ト

で
優
勝
投
手
の
藤
浪
君
が
入

団
し
、
掛
布
の
入
閣
で
も
あ

れ
ば
、
ま
た
阪
神
の
応
援
に

行
こ
う
か
な
？　

や
っ
ぱ
り

阪
神
が
頑
張
っ
て
関
西
を
元

気
に
し
て
く
れ
な
い
と
困
る

し
な
！ 

　
高
原
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
中
澤

敦
也
先
生
（
堺
市
）
で
す
。

リ
ー
ン
３
連
発
で
有
名
な
昭

和
60
年
の
球
団
史
上
初
の
日

本
一
で
あ
る
。
こ
の
年
は
私

自
身
、
浪
人
生
活
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勉
強
を

さ
ぼ
っ
て
は
、
こ
っ
そ
り
喫

茶
店
や
叔
母
の
家
で
テ
レ
ビ

観
戦
を
し
て
い
た
。
無
事
、

大
学
合
格
も
出
来
、
自
分
の

人
生
の
中
で
は
格
別
な
年
と

な
っ
た
。　

　

し
か
し
、
人
気
球
団
ゆ
え

に
黙
っ
て
い
て
も
お
客
が
入

る
環
境
で
経
営
努
力
の
な
さ

か
ら
か
、
成
績
も
急
降
下
し

た
。
俗
に
い
う
〝
暗
黒
時

世界一危険な基地と住民の実態
青年劇場の演劇『普天間』

大阪市内以外での公演日と会場

11
／
29
・
30 

府
立
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　沖縄の基地問題を正面から見据えた青年劇
場の演劇「普天間」（坂手洋二＝作、藤井ご
う＝演出）が11月29、30日、大阪府立ドーン
センターで上演される。
　安保条約を盾に、欠陥機オスプレイを沖縄
と日本に押し付けた日米両政府。人口密集地
に位置し世界一危険な基地といわれる「普天
間」への配備を強行した。いま、県民と日本
国民の怒りは大きく広がる。
　作品は、基地周辺に暮らす家族３代の姿を
通して、米兵犯罪や戦闘機の轟音、墜落事故
に暮らしと命を脅かされ続けてきた沖縄の実
態を描く。医科協会などでつくる「大阪で
『普天間』を観る会」が主催。
　11月29日（木）18：30～、30日（金）13：30
～。前売り券5000円（学生・障害者割引あ
り）。問い合わせは歯科協会まで。

11／24（土）13：30～　泉の森ホール
11／26（月）18：30～　堺市民会館
11／27（火）18：30～　八尾プリズムホール
11／28（水）18：30～　高槻現代劇場
＊�会場によって主催者および入場料が異なり
ますのでご注意ください。

11月度生涯研修抄録

口腔顔面外傷患者への対応
中原寛和（近畿大学医学部附属病院

歯科口腔外科准教授　　）

歯
科
医
院
貸
与

【
所
在
地
】
滋
賀
県
長
浜
市

北
部

【
条
件
等
】
家
賃
４
万
８
千

円
、
保
証
金
、
敷
金
、
礼

金
、
更
新
料
な
し
（
診
療
所

は
長
浜
市
所
有
）。
当
地
で

歯
科
医
院
を
継
承
し
て
い
た

だ
け
る
方
募
集

【
連
絡
先
】
℡
０
７
４
０
―

28
―
８
０
２
６　

13
時
～
15

時
の
間
に
連
絡
く
だ
さ
い

◆

　
協
会
は
紹
介
の
み
で
、
掲

載
内
容
の
確
認
や
条
件
な
ど

の
交
渉
は
当
事
者
間
で
お
願

い
し
ま
す
。
掲
載
の
お
申
し

込
み
は
新
聞
部
ま
で
。

　

歯
科
医
師
に
と
っ
て
、
突

発
的
に
来
院
す
る
口
腔
顔
面

外
傷
患
者
へ
の
対
応
は
、
時

と
し
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス
か

も
し
れ
な
い
。
重
症
度
を
瞬

時
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
自
ら
治
療
す
べ
き
か
、

後
送
し
た
方
が
い
い
の
か
迷

う
と
こ
ろ
だ
。一
方
、外
傷
の

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
初

期
治
療
が
非
常
に
重
要
で
、

そ
の
経
過
を
大
き
く
左
右
す

る
。
今
回
は
口
腔
顔
面
外
傷

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
２
つ

に
分
け
て
考
え
て
み
た
い
。

１
．
歯
の
脱
臼
程
度
の
開
業

医
で
対
応
で
き
る
症
例

　

歯
の
脱
臼
、
簡
単
な
創
部

の
縫
合
な
ど
で
可
能
な
範
囲

で
き
っ
ち
り
し
た
初
期
治
療

を
し
て
あ
げ
よ
う
。
い
く
つ

か
の
症
例
を
提
示
し
て
適
切

な
初
期
治
療
を
考
え
る
。

２
．
後
送
す
べ
き
症
例

　

と
き
に
は
重
症
顔
面
外
傷

に
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
場
合
は
、
直
ち
に

後
送
病
院
へ
送
る
べ
き
か
と

思
う
。
送
ら
れ
て
き
た
患
者

さ
ん
を
病
院
の
歯
科
口
腔
外

科
で
は
い
か
に
対
応
し
て
い

る
の
か
供
覧
し
た
い
。

　

皆
さ
ま
か
ら
希
望
の
あ
っ

た
、
診
断
に
苦
慮
す
る
粘
膜

疾
患
に
つ
い
て
も
考
察
し
て

み
た
い
。
日
々
の
診
療
に
お

い
て
、
ふ
と
粘
膜
病
変
を
見

つ
け
「
あ
れ
、
悪
性
じ
ゃ
な

い
か
な
」
と
い
う
こ
と
が
な

い
だ
ろ
う
か
。
口
腔
粘
膜
の

疾
患
は
そ
れ
を
専
門
に
し
て

い
る
口
腔
外
科
医
に
と
っ
て

も
診
断
に
は
苦
慮
す
る
場
合

が
多
々
あ
る
。
い
く
つ
か
の

悪
性
腫
瘍
の
症
例
、
診
断
に

苦
慮
し
た
症
例
を
提
示
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
で
、
粘
膜
疾

患
の
鑑
別
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

▽
11
月
18
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時
。
▽
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
。
▽
３
千
円
。
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